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正
面
に
は
食
堂

と
芝
生
、
右
に

は
大
講
堂
、
左

に
は
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
通
り
。
ま

る
で
東
野
に
帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う
な
空

間
を
造
り
、
チ
ェ
ロ
奏
者
と
し
て
も
活
動

さ
れ
て
い
る
二
宮
道
成
さ
ん
（
六
期
卒
業
）

の
生
演
奏
に
よ
り
、
会
場
が
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
演
出
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
終
了
と
と
も
に
、
暗
転
し
た
会
場

に
は
学
校
建
設
当
時
の
映
像
を
流
し
ま
し

た
。
何
も
な
い
土
地
に
校
舎
が
形
を
成
し

て
い
く
様
子
に
、皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が
「
四

十
年
の
歩
み
」
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た

中
川
進
理
事
長
、
平
井
廣
治
学
校
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、前
学
校
長
の
小
野
田

正
利
先
生
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
会
は
ス

タ
ー
ト
。

残
念
な
が
ら
ご
出
席
が
叶
わ
な
か
っ
た

約
四
十
名
の
先
生
方
か
ら
も
、
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お
り
、
会
場
で
映

像
や
音
読
に
よ
り
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

進
行
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、声
優
の
一
ノ
渡

宏
昭
さ
ん
（
三

期
卒
業
）
と
役

員
の
毒
島
美
泉

さ
ん
（
三
十
二

期
卒
業
）
が
務

め
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し

ま
し
た
。

オ
ー
ド
ブ
ル
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
サ

ラ
ダ
、
お
寿
司
、
ケ
ー
キ
な
ど
、
心
を
込

め
て
用
意
し
た
料
理
を
囲
み
な
が
ら
、
歓

談
の
輪
は
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
年
の
歴
史
を
年
表
に
ま
と

め
展
示
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
長

さ
は
な
ん
と
十

五
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
し
た
。

会
場
の
壁
い
っ

ぱ
い
に
貼
ら
れ

た
年
表
を
眺
め

な
が
ら
、
時
代

ご
と
の
思
い
出
を
分
か
ち
合
う
光
景
も
印
象

的
で
し
た
。

同
村
会
が
会
報
等
で
呼
び
か
け
を
し
、
取

り
ま
と
め
て
き
た
、
卒
業
生
の
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
（
仮
）
に
繋
が
る
、
卒
業
生
に
よ
る
お
仕

事
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
す
る
同
窓
生
の
姿
を
紹
介
し
ま
し

た
。
世
代
を
超
え
て
刺
激
を
受
け
合
う
、
東

野
な
ら
で
は
の
温
か
い
つ
な
が
り
を
感
じ
る

コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
卒
業
生

が
営
む
お
店
の
商
品
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
、
ワ
ッ

フ
ル
、お
茶
、お
食
事
券
な
ど
を
景
品
と
し
た
、

く
じ
引
き
大
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。会

の
後
半
で
は
、「
先
生
へ
の
一
分
間
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」
で
懐
か
し
い
お
声
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
次
々
と
飛
び
出
し
、
笑
い
と
拍
手
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、
先
生
を
囲
ん
で
思

い
出
話
や
近
況
を
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

順
番
を
待
つ
卒
業
生
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
。

再
会
を
心
か
ら
楽
し
む
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
、

私
た
ち
役
員
一
同
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

準
備
期
間
中
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た

が
、多
く
の
方
々
の
温
か
い
お
力
添
え
に
よ
り
、

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

参
加
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
二
五
年
六
月
二
十
九
日
㈰
、

所
沢
く
す
の
き
ホ
ー
ル
に
て
、

〝
東
野
高
等
学
校
四
〇
周
年
記
念
「
大
同

窓
会
」〞
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一
期
生
か
ら
三
十
八
期
生
ま
で
、
そ

し
て
ご
退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
現
職
の

先
生
方
を
含
め
、
約
三
百
名
も
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
代
を

越
え
て
再
会
を
喜
ぶ
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
た
会
場
に
は
、

懐
か
し
い
東
野
の
風
景
を
大
き
く
映
し
、

二
〇
二
五
年
の
同
村
会
総
会

が
、
去
る
九
月
十
四
日
に
開
催

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含

め
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
約
三
十

名
も
の
会
員
が
総
会
に
出
席
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
盈
華
祭
開
催
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
川
進
理
事

長
並
び
に
、
平
井
廣
治
校
長
が

ご
出
席
く
だ
さ
り
、
お
二
方
か

ら
ご
挨
拶
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

議
案
討
議
で
は
、
本
年
六
月

二
十
九
日
に
開
催
し
た
大
同
窓

会
の
報
告
や
収
支
、
東
野
四
〇

周
年
の
記
念
と
し
て
、
体
育
館

へ
の
橋
の
修
繕
費
の
一
部
を
寄

付
し
た
こ
と
な
ど
を
含
む
決

算
・
監
査
報
告
、
二
年
連
続
で

新
た
な
役
員
が
選
任
さ
れ
た
こ

と
も
、
特
筆
す
べ
き
議
案
で
し

た
。橋

の
修
繕
費
の
寄
付
は
、
毎

回
会
報
で
案
内
が
さ
れ
て
い
る
、

同
村
会
基
金
へ
の
皆
様
か
ら
の

寄
付
か
ら
充
て
ら
れ
た

こ
と
等
の
説
明
も
さ
れ

ま
し
た
。

活
動
実
績
と
し
て
は
、

同
村
会
が
注
力
し
て
き

た
、
会
員
の
職
業
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
「
卒
業
生
の

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
（
仮
）」

が
、
ま
だ
件
数
が
少
な

い
と
は
い
え
形
に
な
っ

た
こ
と
、
今
後
の
活
動

方
針
と
し
て
は
、
物
価

高
騰
に
よ
る
財
政
圧
迫

か
ら
、
年
に
二
回
発
行
・
郵
送

し
て
い
た
会
報
を
、
不
本
意
な

が
ら
年
一
回
の
郵
送
に
転
換
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
満
場
一
致
で
の
議
案
書
採

決
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
少
し
か
し
こ
ま
っ

た
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
村

会
の
運
営
に
と
っ
て
大
切
な
集

ま
り
で
す
。
同
村
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

ま
た
、
卒
業
生
と
し
て
東
野
と

の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
、
次
回
の
総
会
に

出
席
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
限
り
で
す
。

今
後
と
も
、
同
村
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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戦
後
八
十
年
と
い
う
節
目
の
今
年
、
盈

進
学
園
は
創
立
一
〇
〇
周
年
・
東
野
高
等

学
校
は
開
校
四
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
日
頃
よ
り
本
学
園
・
学
校
を
ご

支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
、

ま
た
卒
業
生
の
皆
様
の
お
蔭
と
感
謝
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

本
学
園
の
創
始
者 

丸
山
鋭
雄
先
生
が
、

都
下
北
多
摩
郡
保
谷
村
（
現
在
の
西
東
京

市
）
の
自
宅
で
六
人
の
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
盈
進
小
学
校
の
開
校
式
を
行
っ
た
の

は
、百
年
前
の
一
九
二
五
年（
大
正
十
四
年
）

九
月
十
日
で
し
た
。

「
盈
進
」
の
名
づ
け
親
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

り
、
国
民
新
聞
（
現
在
の
東
京
新
聞
の
前

身
の
一
つ
）を
主
宰
し
た
徳
富
蘇
峰
氏
で
す
。

氏
は
中
国
の
古
典
「
孟
子
」
の
（
原
泉
混

混
と
し
て
昼
夜
を
す
て
ず
。
あ
な
に
盈
ち

て
し
か
る
後
に
進
み
、
四
海
に
い
た
る
。

本
あ
る
者
は
か
く
の
如
し
。）の
句
か
ら「
盈

（
満
）
ち
て
進
む
」
即
ち
「
盈
進
」
を
学
園

名
に
冠
さ
れ
ま
し
た
。
個
性
を
伸
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
人
格
を
盈
（
満
）
た
し
て
世

に
進
み
出
る
。
と
い
う
学
園
名
は
盈
進
教

育
の
本
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

「
人
間
教
育
と
個
性
教
育
」
を
追
求
さ
れ

た
丸
山
先
生
の
教
育
実
践
は
、
そ
の
情
熱

と
相
俟
っ
て
、朝
日・読
売・東
京
日
（々
現
・

毎
日
）
と
い
っ
た
新
聞
に
も
度
々
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
学
園
の
学
風
を
慕
っ
て

近
隣
だ
け
で
な
く
他
県
か

ら
も
学
び
に
来
て
い
た
生

徒
が
何
人
も
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
教
育
活
動
と
世

間
の
評
価
は
周
囲
の

心
を
動
か
し
、
学
園

の
賛
同
者
を
増
や
し

て
い
き
、
学
園
創
立

の
六
年
後
に
は
幼
稚
園
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）

の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
校
舎
が
被
弾
し
、

武
蔵
野
市
に
移
転
し
た
後
、
盈
進
中
学
と

高
校
を
相
次
い
で
開
設
し
ま
し
た
が
、
狭

い
校
地
の
中
に
、
幼
・
小
・
中
・
高
と
四
校

が
一
緒
に
な
り
、
教
育
環
境
が
も
う
一
つ

整
わ
ず
、
苦
難
の
時
代
だ
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

学
園
は
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）、

現
在
の
入
間
の
地
を
新
天
地
と
定
め
校
名

も
改
め
、
新
生
・
盈
進
学
園
東
野
高
等
学

校
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
四
◯
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
度
重
な
る
大
震

災
や
感
染
症
の
大
流
行
、
一
方
で
は
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
急
速
な
発
達
。こ
れ
か
ら
先
、

時
代
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
こ
う

と
も
、
本
校
は
今
後
も
社
会
の
歩
み
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
世
に
必
要
な
人
材
を
輩

出
で
き
る
教
育
機
関
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
の
思
い
を
新
た
に
次
の

一
一
〇
周
年
・
五
〇
周
年
に
向
か
っ
て
学

園
・
学
校
関
係
者
一
同

邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。

同
窓
の
皆
様

に
も
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上

げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。                

卒業生の想いを、寄付という形で学校に届けるために設立しました。
ぜひご協力をお願いいたします。
今回の周年記念では、橋の修繕費にもこちらの基金を活用いたしました。

同村会からの最新情報やお知らせは
「同村会ブログ」を

ぜひご覧ください。

中川　進 理事長

採
択
済
み
の
議
案
書
は

こ
ち
ら
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。⬇

大同窓会大同窓会大同窓会開催開催開催開催

同
村
会
で
は
、
盈
進
学
園一〇
〇

周
年
・
東
野
高
等
学
校
四
〇
周

年
を
記
念
し
、
体
育
館
前
の
橋

の
修
繕
費
の一部
を
寄
附
い
た
し

ま
し
た
。

総
会
報
告

み

み

み

40周年記念40周年記念40周年記念40周年記念 学園創立100周年・学校開校40周年を迎えて

二
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●フラワーショップnohana／神田和彦さん（5期）   ●横浜らーめん 伝家／卒業生（1期）   ●音楽喫茶mojo／工藤昭太郎さん（2期）   ●コーヒー豆　豆茶堂／岩井田徹さん（2期）   ●焼き菓子・洋菓子メモルス／卒業生（8期）   ●狭山茶 増田園本店／増田武史さん（14期）

●
橋
村
　重
美
　先
生

同
窓
の
「
窓
」
と
は
、東
野
で
の
三
年
を
、

厳
し
い
外
界
か
ら
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
し
て

の
時
を
過
ご
す
盾
で
あ
り
、
そ
の
間
に
得

た
学
び
を
糧
と
し
て
、
美
し
い
外
観
と
し

て
立
ち
向
か
う
た
め
の
装
い
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
一
時
期
を
互
い
に
共
有
出

来
て
い
た
者
た
ち
の
集
う
貴
重
な
場
が
、

同
窓
会
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
日
、
多
く
の
卒
業
生
、
そ
し
て
先
生

方
に
お
会
い
す
る
と
、
皆
一
様
に
微
笑
ん

で
共
に
過
ご
し
た
思
い
出
に
浸
り
、
喜
び

に
満
ち
満
ち
て
話
し
は
尽
き
ず
、
大
変
有

意
義
な
時
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

東
野
へ
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
高
め
る
こ

の
よ
う
な
機
会
が
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る

事
を
期
待
し
ま
す
。

●
藤
井
　亮
　先
生

大
同
窓
会
に
ご
招
待
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
懐

か
し
い
面
々
に
会
え
る
貴
重
な
機

会
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
私
が
東
野
高
校
で

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
二
〇
一
一

年
か
ら
二
〇
一
六
年
で
す
。
あ
れ

か
ら
十
年
が
経
過
し
て
、
働
き
盛

り
に
な
っ
た
元
生
徒
た

ち
の
が
ん
ば
っ
て
い
る

姿
を
見
て
、
私
も
一
層

が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
会
え
な
か
っ
た
元
生

徒
の
中
に
は
、
そ
の
後
ど

う
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
気
に
な
る
子
た
ち
が

多
数
い
ま
す
。
次
の
機
会

が
あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
ぜ

ひ
お
会
い
し
た
い
で
す
！

先生と連絡先の
交換ができました

料理やケーキも豪華で
あれで3500円は安かった毎年開催して下さい！ くじ引きでコーヒー豆

当たりました(^-^)
キッズスペース、
ありがたかったです

お腹いっぱいに
なりました

●
望
月
　秀
和
　先
生

　会
場
は
室
内
陸
上
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
大
き
い
。
大
同
窓

会
と
銘
打
ち
、
卒
業
生
す
べ
て
を
対
象
に

す
る
の
だ
か
ら
ス
ケ
ー
ル
は
会
場
に
負
け

て
い
な
い
。

　年
月
を
か
け
、
企
画
・
立
案
・
運
営
に

携
わ
っ
て
き
た
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　同
村
会
の
歴
史
が
垂
れ
幕
に
書
か
れ
て

い
た
。
そ
れ
も
模
造
紙
な
ど
で
は
な
く
、

テ
ン
ト
に
使
う
よ
う
な
生
地
に
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
も
驚
い
た
。
行
間
か
ら

そ
の
時
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
た
。

　と
て
も
楽
し
い
集
ま
り
で
し
た
。
感
謝

で
す
！

ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
よ
り
、
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇日時：2025年6月29日日
◇会場：くすのきホール
◇日時：2025年6月29日日
◇会場：くすのきホール

東野高等学校40周年記念東野高等学校40周年記念

大同窓会大同窓会

久しぶりに先生に会えて嬉しかったです。 
もっとゆっくり話したかったです

学生の時は話した
ことない同期と、
新しく出会うこと
ができました

お酒無しで
「どうかな？」って
思ったけど、
充分楽しかった

会いたかった先生が
いらしてなかった
のが残念でした

ケーキも料理もたくさんあっておいしかったです

同級生に2人も会えて嬉しかった
です。精神的につらい時期でした
が、今後の人生に希望が見出せま
した。ありがとうございました。

大同窓会開催にあたり、
ご協力いただいた卒業生のお店

大同窓会にご参加くださった皆さまから
たくさんの温かい感想をいただきました。

大同窓会という暖かな機会を与えていただき
ありがとうございました。 心から「参加して
本当に良かった」と感じています。

その一部を
ご紹介

　いたします。

【
現
職
の
先
生
方
】

中  

川
　

  

進 

理
事
長

平
井
　廣
治 

学
校
長

ご出席くださった
先生方の一覧です。

（
以
下
五
十
音
順
）

相
田
　高
宏 

先
生

五
十
嵐
文
彦 

先
生

河
野
　秀
夫 

先
生

比
木
　淳
一 

先
生

佐
藤
　祐
紀 

先
生

菅
原
　英
雄 

先
生

武
井
　智
巳 

先
生

田
中
　美
和 

先
生

仲
本
　進
一 

先
生

藤
井
千
栄
子 

先
生

森
　

  

俊  

朗 

先
生

【
退
職
さ
れ
た
先
生
方
】（
五
十
音
順
）

今
關
　雄
史 

先
生

岩
本
　昌
子 

先
生

荻  

沼
　

  

茂 

先
生

小
野
田
正
利 

先
生

葛  

生
　

  

翠 

先
生

栗
原
　良
子 

先
生

鹿
間
　光
晴 

先
生

関
根
　昭
夫 

先
生

高
根
　大
輔 

先
生

竹
下
　雄
貴 

先
生

橋
村
　重
美 

先
生

疋
田
　哲
也 

先
生

藤  

井
　

  

亮 

先
生

細
川
　貴
司 

先
生

前
田
　麻
里 

先
生

望
月
　秀
和 

先
生

山
尾
　麻
耶 

先
生

山
田
　英
紀 

先
生

ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
方
と
過
ご
し
た
再
会
の
時
間
は
、
と
て
も
温
か
く
、

か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。   

（
五
十
音
順
）

市
橋
　公
生 

先
生 

内
田
菜
穂
子 

先
生

大
井
（
旧
姓 

田
畑
）
慶
子 

先
生

大
塚
　大
介 

先
生 

大
脇
　光
輝 

先
生

小
川
紀
代
美 

先
生 

尾
崎
　拓
也 

先
生

小
澤
　健
一 

先
生 

加
藤
　優
子 

先
生

熊
谷
（
旧
姓 

吉
田
）
圭
子 

先
生

栗
林
恵
美
子 

先
生 

小
島
　芳
男 

先
生

是
澤
　博
昭 

先
生 

清
水
　敬
作 

先
生

染
村
　和
代 

先
生 

高
萩
く
み
子 

先
生

塚
田
　智
雪 

先
生

土
屋
（
旧
姓 

小
木
）
理
恵
子 

先
生

土  

屋
　  雄 

先
生 

富
田
弥
千
代 

先
生

中
出
　清
治 

先
生 

名
取
由
美
子 

先
生

西  

本
　  敬 

先
生 

平
塚
　美
紀 

先
生

松
風
　郁
夫 

先
生 

松
浦
　良
彰 

先
生

丸
山
　剛
司 

先
生 

溝  

口
　  守 

先
生

森
本
恵
美
子 

先
生 

山
畑
　定
男 

先
生

柚
木
　哲
治 

先
生 

横
手
真
理
子 

先
生

吉
田
　一
子 

先
生 

石
岡
　憲
穂 

様

石
場
留
美
子 

様 

岩
永
　幸
雄 

様

盛
田
麻
里
子 

様

残念ながら当日はご欠席でしたが、温かいメッセージをお寄せください
ました教職員の皆さま 
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正
面
に
は
食
堂

と
芝
生
、
右
に

は
大
講
堂
、
左

に
は
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
通
り
。
ま

る
で
東
野
に
帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う
な
空

間
を
造
り
、
チ
ェ
ロ
奏
者
と
し
て
も
活
動

さ
れ
て
い
る
二
宮
道
成
さ
ん
（
六
期
卒
業
）

の
生
演
奏
に
よ
り
、
会
場
が
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
演
出
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
終
了
と
と
も
に
、
暗
転
し
た
会
場

に
は
学
校
建
設
当
時
の
映
像
を
流
し
ま
し

た
。
何
も
な
い
土
地
に
校
舎
が
形
を
成
し

て
い
く
様
子
に
、皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が
「
四

十
年
の
歩
み
」
を
感
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た

中
川
進
理
事
長
、
平
井
廣
治
学
校
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、前
学
校
長
の
小
野
田

正
利
先
生
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
会
は
ス

タ
ー
ト
。

残
念
な
が
ら
ご
出
席
が
叶
わ
な
か
っ
た

約
四
十
名
の
先
生
方
か
ら
も
、
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お
り
、
会
場
で
映

像
や
音
読
に
よ
り
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

進
行
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、声
優
の
一
ノ
渡

宏
昭
さ
ん
（
三

期
卒
業
）
と
役

員
の
毒
島
美
泉

さ
ん
（
三
十
二

期
卒
業
）
が
務

め
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し

ま
し
た
。

オ
ー
ド
ブ
ル
や
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
サ

ラ
ダ
、
お
寿
司
、
ケ
ー
キ
な
ど
、
心
を
込

め
て
用
意
し
た
料
理
を
囲
み
な
が
ら
、
歓

談
の
輪
は
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
年
の
歴
史
を
年
表
に
ま
と

め
展
示
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
長

さ
は
な
ん
と
十

五
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
し
た
。

会
場
の
壁
い
っ

ぱ
い
に
貼
ら
れ

た
年
表
を
眺
め

な
が
ら
、
時
代

ご
と
の
思
い
出
を
分
か
ち
合
う
光
景
も
印
象

的
で
し
た
。

同
村
会
が
会
報
等
で
呼
び
か
け
を
し
、
取

り
ま
と
め
て
き
た
、
卒
業
生
の
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
（
仮
）
に
繋
が
る
、
卒
業
生
に
よ
る
お
仕

事
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
す
る
同
窓
生
の
姿
を
紹
介
し
ま
し

た
。
世
代
を
超
え
て
刺
激
を
受
け
合
う
、
東

野
な
ら
で
は
の
温
か
い
つ
な
が
り
を
感
じ
る

コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
卒
業
生

が
営
む
お
店
の
商
品
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
、
ワ
ッ

フ
ル
、お
茶
、お
食
事
券
な
ど
を
景
品
と
し
た
、

く
じ
引
き
大
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。会

の
後
半
で
は
、「
先
生
へ
の
一
分
間
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」
で
懐
か
し
い
お
声
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
次
々
と
飛
び
出
し
、
笑
い
と
拍
手
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、
先
生
を
囲
ん
で
思

い
出
話
や
近
況
を
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

順
番
を
待
つ
卒
業
生
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
。

再
会
を
心
か
ら
楽
し
む
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
、

私
た
ち
役
員
一
同
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

準
備
期
間
中
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た

が
、多
く
の
方
々
の
温
か
い
お
力
添
え
に
よ
り
、

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

参
加
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
二
五
年
六
月
二
十
九
日
㈰
、

所
沢
く
す
の
き
ホ
ー
ル
に
て
、

〝
東
野
高
等
学
校
四
〇
周
年
記
念
「
大
同

窓
会
」〞
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一
期
生
か
ら
三
十
八
期
生
ま
で
、
そ

し
て
ご
退
職
さ
れ
た
先
生
方
と
現
職
の

先
生
方
を
含
め
、
約
三
百
名
も
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
代
を

越
え
て
再
会
を
喜
ぶ
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
た
会
場
に
は
、

懐
か
し
い
東
野
の
風
景
を
大
き
く
映
し
、

二
〇
二
五
年
の
同
村
会
総
会

が
、
去
る
九
月
十
四
日
に
開
催

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含

め
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
約
三
十

名
も
の
会
員
が
総
会
に
出
席
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
盈
華
祭
開
催
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
川
進
理
事

長
並
び
に
、
平
井
廣
治
校
長
が

ご
出
席
く
だ
さ
り
、
お
二
方
か

ら
ご
挨
拶
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

議
案
討
議
で
は
、
本
年
六
月

二
十
九
日
に
開
催
し
た
大
同
窓

会
の
報
告
や
収
支
、
東
野
四
〇

周
年
の
記
念
と
し
て
、
体
育
館

へ
の
橋
の
修
繕
費
の
一
部
を
寄

付
し
た
こ
と
な
ど
を
含
む
決

算
・
監
査
報
告
、
二
年
連
続
で

新
た
な
役
員
が
選
任
さ
れ
た
こ

と
も
、
特
筆
す
べ
き
議
案
で
し

た
。橋

の
修
繕
費
の
寄
付
は
、
毎

回
会
報
で
案
内
が
さ
れ
て
い
る
、

同
村
会
基
金
へ
の
皆
様
か
ら
の

寄
付
か
ら
充
て
ら
れ
た

こ
と
等
の
説
明
も
さ
れ

ま
し
た
。

活
動
実
績
と
し
て
は
、

同
村
会
が
注
力
し
て
き

た
、
会
員
の
職
業
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
「
卒
業
生
の

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
（
仮
）」

が
、
ま
だ
件
数
が
少
な

い
と
は
い
え
形
に
な
っ

た
こ
と
、
今
後
の
活
動

方
針
と
し
て
は
、
物
価

高
騰
に
よ
る
財
政
圧
迫

か
ら
、
年
に
二
回
発
行
・
郵
送

し
て
い
た
会
報
を
、
不
本
意
な

が
ら
年
一
回
の
郵
送
に
転
換
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
満
場
一
致
で
の
議
案
書
採

決
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
少
し
か
し
こ
ま
っ

た
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
村

会
の
運
営
に
と
っ
て
大
切
な
集

ま
り
で
す
。
同
村
会
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

ま
た
、
卒
業
生
と
し
て
東
野
と

の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
、
次
回
の
総
会
に

出
席
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
限
り
で
す
。

今
後
と
も
、
同
村
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

風
を
見
る
者
 N

o
.
2
4
 2
0
2
5
D
E
C
E
M
B
E
R

4

戦
後
八
十
年
と
い
う
節
目
の
今
年
、
盈

進
学
園
は
創
立
一
〇
〇
周
年
・
東
野
高
等

学
校
は
開
校
四
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
日
頃
よ
り
本
学
園
・
学
校
を
ご

支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
、

ま
た
卒
業
生
の
皆
様
の
お
蔭
と
感
謝
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

本
学
園
の
創
始
者 

丸
山
鋭
雄
先
生
が
、

都
下
北
多
摩
郡
保
谷
村
（
現
在
の
西
東
京

市
）
の
自
宅
で
六
人
の
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
盈
進
小
学
校
の
開
校
式
を
行
っ
た
の

は
、百
年
前
の
一
九
二
五
年（
大
正
十
四
年
）

九
月
十
日
で
し
た
。

「
盈
進
」
の
名
づ
け
親
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

り
、
国
民
新
聞
（
現
在
の
東
京
新
聞
の
前

身
の
一
つ
）を
主
宰
し
た
徳
富
蘇
峰
氏
で
す
。

氏
は
中
国
の
古
典
「
孟
子
」
の
（
原
泉
混

混
と
し
て
昼
夜
を
す
て
ず
。
あ
な
に
盈
ち

て
し
か
る
後
に
進
み
、
四
海
に
い
た
る
。

本
あ
る
者
は
か
く
の
如
し
。）の
句
か
ら「
盈

（
満
）
ち
て
進
む
」
即
ち
「
盈
進
」
を
学
園

名
に
冠
さ
れ
ま
し
た
。
個
性
を
伸
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
人
格
を
盈
（
満
）
た
し
て
世

に
進
み
出
る
。
と
い
う
学
園
名
は
盈
進
教

育
の
本
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

「
人
間
教
育
と
個
性
教
育
」
を
追
求
さ
れ

た
丸
山
先
生
の
教
育
実
践
は
、
そ
の
情
熱

と
相
俟
っ
て
、朝
日・読
売・東
京
日
（々
現
・

毎
日
）
と
い
っ
た
新
聞
に
も
度
々
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
学
園
の
学
風
を
慕
っ
て

近
隣
だ
け
で
な
く
他
県
か

ら
も
学
び
に
来
て
い
た
生

徒
が
何
人
も
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
教
育
活
動
と
世

間
の
評
価
は
周
囲
の

心
を
動
か
し
、
学
園

の
賛
同
者
を
増
や
し

て
い
き
、
学
園
創
立

の
六
年
後
に
は
幼
稚
園
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）

の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
校
舎
が
被
弾
し
、

武
蔵
野
市
に
移
転
し
た
後
、
盈
進
中
学
と

高
校
を
相
次
い
で
開
設
し
ま
し
た
が
、
狭

い
校
地
の
中
に
、
幼
・
小
・
中
・
高
と
四
校

が
一
緒
に
な
り
、
教
育
環
境
が
も
う
一
つ

整
わ
ず
、
苦
難
の
時
代
だ
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

学
園
は
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）、

現
在
の
入
間
の
地
を
新
天
地
と
定
め
校
名

も
改
め
、
新
生
・
盈
進
学
園
東
野
高
等
学

校
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
四
◯
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
度
重
な
る
大
震

災
や
感
染
症
の
大
流
行
、
一
方
で
は
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
急
速
な
発
達
。こ
れ
か
ら
先
、

時
代
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
こ
う

と
も
、
本
校
は
今
後
も
社
会
の
歩
み
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
世
に
必
要
な
人
材
を
輩

出
で
き
る
教
育
機
関
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
の
思
い
を
新
た
に
次
の

一
一
〇
周
年
・
五
〇
周
年
に
向
か
っ
て
学

園
・
学
校
関
係
者
一
同

邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。

同
窓
の
皆
様

に
も
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上

げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。                

卒業生の想いを、寄付という形で学校に届けるために設立しました。
ぜひご協力をお願いいたします。
今回の周年記念では、橋の修繕費にもこちらの基金を活用いたしました。

同村会からの最新情報やお知らせは
「同村会ブログ」を

ぜひご覧ください。

中川　進 理事長

採
択
済
み
の
議
案
書
は

こ
ち
ら
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。⬇

大同窓会大同窓会大同窓会開催開催開催開催

同
村
会
で
は
、
盈
進
学
園一〇
〇

周
年
・
東
野
高
等
学
校
四
〇
周

年
を
記
念
し
、
体
育
館
前
の
橋

の
修
繕
費
の一部
を
寄
附
い
た
し

ま
し
た
。

総
会
報
告

み

み

み
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